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◆
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
関
連

の
話
題
一
色
と

な
っ
て
数
カ
月

が
経
過
し
た
。

感
染
者
数
と
死

者
数
は
一
向
に
収
ま
る
気
配

を
見
せ
ず
、
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。
一
部
沈
静
化

の
傾
向
も
見
ら
れ
る
が
、
世

界
規
模
で
感
染
拡
大
は
進
ん

で
お
り
、
言
い
古
さ
れ
た
表

現
だ
が
、
こ
れ
は
人
類
と
ウ

イ
ル
ス
と
の
戦
争
で
あ
る
◆

こ
れ
ま
で
人
類
は
甚
大
な
被

害
を
出
し
つ
つ
も
何
度
と
な

く
こ
の
戦
い
に
勝
利
し
て
き

た
。
今
回
も
で
き
る
限
り
最

小
の
被
害
で
打
ち
勝
つ
こ
と

を
信
じ
た
い
。
マ
ス
コ
ミ
も

そ
う
だ
が
、
多
く
の
業
種
は

直
接
人
々
の
生
命
と
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
仕
事

で
は
な
い
◆
一
方
、
命
や
生

活
の
危
機
に
直
結
す
る
仕
事

が
あ
る
。
医
療
関
係
、
行
政

な
ど
の
公
務
、
食
料
を
提
供

す
る
小
売
、
輸
配
送
な
ど
で

あ
る
。
こ
れ
ら
メ
デ
ィ
カ
ル

と
ラ
イ
フ
・
イ
ン
フ
ラ
を
支

え
る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
労
働
環
境
は
過
酷
を

極
め
て
い
る
と
聞
く
◆
身
の

危
険
を
顧
み
ず
懸
命
に
人
々

や
社
会
を
守
る
活
躍
に
改
め

て
最
大
限
の
敬
意
と
感
謝
を

表
し
た
い
。
わ
れ
わ
れ
に
は

自
分
た
ち
で
き
る
こ
と
を
着

実
に
遂
行
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
が

結
果
と
し
て
日
本
を
救
う
こ

と
に
つ
な
が
る
。

　

米
ギ
リ
ア
ド
・
サ

イ
エ
ン
シ
ズ
は
米
国

時
間
の
４
月
29
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
重
症
入
院
患
者
を
対
象
と
し

た
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
「
レ
ム
デ
シ

ビ
ル
」
の
第
Ⅲ
相
試
験
で
、
患

者
の
半
数
以
上
で
臨
床
症
状
の

改
善
を
示
す
速
報
結
果
を
発
表

し
た
。
臨
床
試
験
結
果
で
レ
ム

デ
シ
ビ
ル
の
有
効
性
が
示
さ
れ

る
の
は
初
の
事
例
と
な
る
。
レ

ム
デ
シ
ビ
ル
の
５
日
間
投
与
群

と
10
日
間
投
与
群
で
同
程
度
の

有
効
性
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

治
療
期
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る

可
能
性
も
あ
る
。
試
験
結
果
の

　

感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を
受

け
入
れ
て
い
る
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
で
診
療
支
援
を
行
っ
て

い
る
同
院
薬
剤
部
は
、
感
染
リ
ス
ク
を
最
小
限
に
し
、
感
染
疑
い
の
患
者
や

入
院
患
者
に
対
応
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
た
。
寺
門
浩
之
薬
剤

部
長
は
、「
今
後
さ
ら
に
患
者
が
増
え
れ
ば
、
指
定
医
療
機
関
以
外
の
病
院

で
も
薬
剤
師
が
医
師
、
看
護
師
な
ど
と
チ
ー
ム
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
る
」
と
指
摘
。「
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
て
も
ら
い
、
積
極

的
に
関
わ
る
薬
剤
師
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

同
院
で
は
、
患
者
の
症
状
に

応
じ
て
一
般
病
棟
（
感
染
疑
い

患
者
）、
陰
圧
病
棟
（
中
等
症

患
者
）、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
棟
（
重
症

患
者
）
に
振
り
分
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
病
棟
で
薬
剤
師
が
必
要
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
重
症
患
者
に
５
日
投
与

治
験
で
初
の
有
効
性

米ギリアド

詳
細
デ
ー
タ
は
今
後
数
週
間
以

内
に
論
文
な
ど
で
発
表
す
る
予

定
だ
。

　

第
Ⅲ
相
試
験
で
は
日
本
を
含

め
た
世
界
各
国
１
８
０
施
設
を

対
象
に
重
症
患
者
に
対
す
る
レ

ム
デ
シ
ビ
ル
静
脈
内
投
与
の
有

効
性
・
安
全
性
を
検
討
し
て
い

る
。
同
試
験
と
並
行
し
て
実
施

さ
れ
て
い
る
医
師
主
導
治
験
で

は
、
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
10
日
間
投

与
に
よ
る
有
効
性
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
ギ
リ
ア
ド
で
は
最

適
な
投
与
期
間
を
確
認
す
る
た

め
、
10
日
間
の
投
与
期
間
を
５

日
間
に
短
縮
し
た
場
合
に
同
等

の
有
効
性
が
得
ら
れ
る
か
を
評

価
し
た
。

　

今
回
、
第
Ⅲ
相
試
験
の
一
部

と
し
て
肺
炎
の
所
見
が
あ
り
、

人
工
呼
吸
器
非
使
用
の
酵
素
飽

和
度
の
低
下
が
見
ら
れ
る
患
者

３
９
７
人
を
解
析
し
た
。
標
準

治
療
へ
の
上
乗
せ
治
療
と
し
て

レ
ム
デ
シ
ビ
ル
５
日
間
投
与
群

と
10
日
間
投
与
群
に
割
り
付

け
、
退
院
、
人
工
呼
吸
器
・
体

外
式
膜
型
人
工
肺
（
エ
ク
モ
）

な
ど
の
必
要
性
、
死
亡
な
ど
七

つ
の
段
階
に
臨
床
指
標
を
定
義

し
、
試
験
開
始
の
評
価
ス
ケ
ー

ル
か
ら
２
段
階
以
上
改
善
し
た

も
の
を
臨
床
的
改
善
と
し
て
両

群
を
比
較
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
臨
床
的
改
善
が

患
者
の
50
％
に
認
め
ら
れ
る
ま

で
の
期
間
は
、
５
日
間
投
与
群

が
10
日
、
10
日
間
投
与
が
11
日

と
な
り
、
両
群
と
も
半
数
以
上

の
患
者
が
14
日
目
ま
で
に
退
院

し
た
。
投
与
開
始
か
ら
第
14
日

に
は
、
５
日
投
与
群
の
64
・

５
％
、
10
日
投
与
群
の
53
・

８
％
が
酵
素
療
法
と
治
療
が
不

要
に
な
る
か
、
退
院
に
至
る

臨
床
的
回
復
に
到
達
し
て
い

た
。
死
亡
は
５
日
間
投
与
群
が

８
％
、
10
日
間
投
与
群
が
11
％

だ
っ
た
。

　

安
全
性
に
つ
い
て
は
、
５
日

間
投
与
群
の
71
％
、
10
日
間
投

与
群
の
74
％
に
有
害
事
象
が
確

認
さ
れ
た
が
、
重
篤
な
薬
剤
関

連
有
害
事
象
は
両
群
と
も
に

２
％
、
投
与
中
止
に
至
っ
た
有

害
事
象
は
５
日
間
投
与
群
が

５
％
、
10
日
間
投
与
群
が
10
％

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
試
験
結
果
に
つ
い

て
、
同
社
は
「
一
部
の
患
者
で

は
５
日
間
の
治
療
を
受
け
ら
れ

る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
」
と

評
価
し
て
お
り
、
米
国
立
ア
レ

ル
ギ
ー
感
染
症
研
究
所
が
実
施

中
の
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
の
プ
ラ
セ

ボ
対
照
試
験
を
補
完
す
る
デ
ー

タ
と
し
て
役
立
て
た
い
考
え
。

　

今
後
、
重
症
患
者
を
対
象
に

人
工
呼
吸
器
の
使
用
例
を
含
む

５
６
０
０
人
ま
で
追
加
登
録

し
、
第
Ⅲ
相
試
験
を
拡
大
す
る

予
定
。
中
等
度
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
に
つ
い

て
も
、
標
準
治
療
に
レ
ム
デ
シ

ビ
ル
の
５
日
間
投
与
と
10
日
間

投
与
の
上
乗
せ
効
果
を
検
討
す

る
第
Ⅲ
相
試
験
が
進
行
中
で
、

今
月
末
に
６
０
０
人
を
対
象
と

し
た
結
果
が
得
ら
れ
る
見
込

み
。

　

現
時
点
で
同
剤
が
承
認
さ
れ

て
い
る
国
は
な
い
が
、
厚
生
労

働
省
が
通
常
よ
り
早
期
に
承
認

す
る
「
特
例
承
認
制
度
」
を
適

用
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

レ
ム
デ
シ
ビ
ル

国際医療研究センター薬剤部

感
染
患
者
の
受
入
れ
経
験
共
有
へ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
に
対
応
す
る
薬
剤
師
は

１
人
の
専
従
と
し
、
横
断
的
に

三
つ
の
病
棟
で
活
動
。新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
担
当
薬

剤
師
は
、
夜
勤
を
は
じ
め
、
土

日
の
日
直
業
務
か
ら
外
し
て
平

日
日
勤
の
み
と
し
て
い
る
。ま

た
、
他
の
不
特
定
多
数
の
患
者

と
接
触
し
な
い
よ
う
他
病
棟
の

患
者
対
応
や
外
来
窓
口
対
応
か

ら
外
し
、
チ
ー
ム
医
療
の
ラ
ウ

ン
ド
参
加
も
中
止
し
て
い
る
。

　

サ
ポ
ー
ト
薬
剤
師
も
１
人
配

置
し
て
い
る
。
寺
門
氏
は
「
感

染
が
長
期
化
す
れ
ば
、
専
従
の

薬
剤
師
を
複
数
名
に
す
る
な
ど

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
整
え
て

お
い
た
方
が
よ
い
」
と
話
す
。

　

一
般
病
棟
に
入
室
し
て
い
る

感
染
疑
い
患
者
は
、
他
の
患
者

と
は
完
全
に
隔
離
さ
れ
て
い

る
。翌
日
に
判
明
す
る
検
査
結

果
で
陽
性
だ
っ
た
場
合
は
、
陰

圧
病
棟
に
移
さ

れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症

担
当
薬
剤
師
が
必

要
な
対
応
を
行

う
。
陰
性
の
患
者

は
他
の
一
般
病
棟

に
移
さ
れ
、
転
棟

先
の
病
棟
を
担
当

す
る
薬
剤
師
と
情

報
共
有
を
行
う
。

　

中
等
症
患
者
に

対
応
す
る
陰
圧
病

棟
で
は
、
入
院
患

者
に
持
参
薬
が
あ

る
場
合
は
ナ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
持
ち
込
ま

ず
、
患
者
の
病
室
内
で
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
担
当
薬

剤
師
が
聞
き
取
り
を
し
て
鑑
別

を
行
う
。

　

持
参
薬
は
、
ウ
イ
ル
ス
汚
染

の
観
点
か
ら
看
護
師
に
よ
る
管

理
が
難
し
い
た
め
原
則
不
使
用

と
し
、
院
内
処
方
に
切
り
替
え

る
。
た
だ
、
外
国
籍
患
者
が
服

用
す
る
海
外
の
医
薬
品
な
ど
、

院
内
処
方
で
き
な
い
特
殊
な
薬

剤
は
持
参
薬
を
使
用
す
る
。

　

主
治
医
の
依
頼
に
よ
る
服
薬

指
導
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
担
当
薬
剤
師
が
患
者

の
状
態
を
確
認
し
な
が
ら
行

う
。
薬
歴
を
確
認
し
、
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
主
治
医

と
相
談
し
た
上
で
服
薬
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　

重
症
化
し
た
患
者
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ

に
移
さ
れ
、
呼
吸
管
理
が
行
わ

れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
の
通
常
業
務

は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
担
当
薬
剤
師
が
行
う

が
、
患
者
に
接
触
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
場
合
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
担
当
薬
剤

師
が
対
応
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
担
当
薬

剤
師
と
情
報
共
有
す
る
。

　

感
染
患
者
と
接
触
す
る
際
に

は
、
Ｎ
95
マ
ス
ク
、
シ
ー
ル
ド

付
き
マ
ス
ク
、帽
子
、ガ
ウ
ン
、

手
袋
な
ど
の
個
人
防
護
具
（
Ｐ

Ｐ
Ｅ
）
を
装
着
す
る
。
薬
剤
師

は
ブ
ル
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
ガ
ウ
ン

を
装
着
。
退
室
の
際
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ

は
部
屋
に
設
置
さ
れ
た
廃
棄

ボ
ッ
ク
ス
に
廃
棄
し
、
着
脱
時

は
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
ず

手
指
消
毒
を
行
う
。

　

同
院
で
は
、
多
く
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患
者
を

受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
薬
剤
部
と
し
て
の
対
応
に

つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
少
な
く

な
い
。
寺
門
氏
は
「
自
施
設
で

の
取
り
組
み
を
公
表
す
る
こ
と

は
、
他
施
設
の
参
考
に
な
る
」

と
話
し
て
い
る
。

新型コロナウイルス感染者に対する病院薬剤師の活動
（フローチャート）

寺門氏
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新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
マ
ニ
ュ
ア
ル


